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1．下請法（取適法）違反の勧告

会員企業が金型無償保管に関する下請
法（取適法）違反で、公正取引委員会から
勧告 （2023年・2024年）。

● 型・治具等の無償保管が、業界として
是正すべき中心課題。

2．古賀元経済産業副大臣からの要請
（2025年4月）

① 下請法（取適法）違反がないか業界全体の自主点検

② 下請法改正案の事前周知と自主対応

③ 勧告事例のあった型取引の適正化の徹底

④ サプライチェーン全体を配慮した価格の決定

⑤ 自主行動計画の遵守とパートナーシップ構築宣言の推進

⑥ 労務費転嫁指針の遵守

中小企業等の活力向上に
関するWGでの指摘と対応方針

● 価格転嫁・取引適正化を阻害する商習慣と
して、型・治具等の無償保管が指摘された。

● 今後は会員企業への周知徹底に加え、工業
会として、より具体的な対応方針の取り決め
を検討する。

出典：賃上げに向けた中小企業等の活力向上に
  関するWG資料から引用

バルブ産業界への勧告・要請と、対応すべき方針
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1．自主行動計画
（2024年5月策定）

素形材産業の自主行動計画に参画し、
受発注双方の立場で次の5項目を重点化。

① 価格決定方法の改善・適正化

② 型等管理のコスト負担改善

③ 支払条件の改善

④ 知的財産・ノウハウの保護

⑤ 働き方改革のしわ寄せ防止

2．取引適正化に向けた緊急宣言
（2024年10月）

全会員企業に対し、次の取組を周知。

① フォローアップ調査の回答率100％を目指す

② 「パートナーシップ構築宣言」の取得率向上

型取引の適正化と自主行動計画の遵守を、

業界全体で推進。

3．JVMA適正取引推進委員会（2024年12月発足）

● パートナーシップ構築宣言の拡大

● 自主行動計画の遵守徹底

● セミナー・相談会の定期開催、点検月間の実施

● 年4回開催し、進捗をフォローアップしながら取組を浸透

調査を通じて取組状況と課題を把握し、会員企業の

取引慣行の改善につなげる。

工業会適正取引推進委員会の様子

バルブ産業界の取引適正化に係る主な取組状況
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特定された商慣習 是正策案

【型、治具等の無償保管】

量産終了後の型・治具に
ついて、保管や廃棄に係
る費用負担・管理方法が
十分に整理されていな
い事例がみられる。

2027年3月までにJVMA適正取引推進委員会にて2030年までの中短期の年度ご
とのロードマップ、指標、目標を策定し合意

【業界としての実践的なガイドライン等の策定と展開】

・標準確認書・型管理のチェックリストを策定
所有権、保管期間、保管費、廃棄判断、支払時期、仕様変更時の費用負担を明記
・活用状況を年次調査で確認し、未達項目を重点支援

【業界・個社の取組方針の策定】

・会長名で、再周知を兼ねて、発注先への一方的な負担転嫁を行わず、条件を
書面化するよう要請
・発注者側から型管理条件を確認する方針を周知
・JVMA会員企業に対し取引先への申入れ文書例を提供
・経営層、調達・購買、営業、開発・製造部門向け研修を実施

【自主行動計画のアップデートと施策の進化】

・毎年度のフォローアップ調査結果をもとにガイドライン、施策をアップデート
・発注者側から価格協議・型管理条件を確認する旨を明記
・毎年度のフォローアップ調査の継続
・JVMA適正取引推進委員会で未達理由と追加対策を検証

日本バルブ工業会の取引適正化の取組（案）


